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世帯数 2，081戸
人 口 6，901人

男 3，319人
女 3，582人

出 生 男 3 女 0 計 3
死 亡 男 6 女 4 計10
転 入 男11 女 2 計13
転 出 男13 女 7 計20

町民の動き

太
公
望

川
魚
の
王

六
月
十
五
日

、
初
夏
の
風
が
香
る
清
流
勝
浦

川
で
、
太
公
望
た
ち
が
待
ち
望
ん
だ
ア
ユ
漁
が
解

禁
に
な
り
、
多
い
人
は
午
前
中
で
百
匹
以
上
を
釣

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
型
は
十
五
～
二
十
㎝
く
ら

い
の
中
型
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

勝
浦
川
漁
協
に
よ
る
と
、
今
年
の
そ
上
量
は
昨

年
の
約
二
倍
で
魚
体
も
例
年
よ
り
大
き
い
と
の
こ

と
で
す
。

ＶＳ（金）

dtp
2001年7月
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二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
市
町
村
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
改
革
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応

し
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
基
盤

の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
が
お
か
れ
て
い
る
現
状
を
把
握
し
、

そ
の
中
か
ら
四
点
の
課
題
が
市
町
村
合
併
を

進
め
る
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①

市
町
村
の
区
域
を
見
直
す
必
要

は
な
い
か
？

交
通
通
信
手
段
の
発
達
か
ら
通
勤
や
通

学
、
買
物
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、

住
民
の
行
動
範
囲
は
市
町
村
を
越
え
て
拡

大
し
て
い
ま
す
。
勝
浦
町
に
お
い
て
も
同

様
に
、
通
勤
・
通
学
者
の
み
な
ら
ず
経
済

活
動
も
町
外
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
生
活
圏
や
経
済
活
動
範
囲
の
広

が
り
か
ら
、
時
代
に
あ
っ
た
市
町
村
の
区

域
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②

広
域
行
政
需
要
へ
の
適
切
な
体

制
整
備
が
必
要
で
な
い
か
？

介
護
保
険
や
ご
み
処
理
な
ど
、
単
独
の

市
町
村
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
行
政
課
題

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
も
、
介
護
保
険
事
業
は
三
町

村
が
共
同
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
し
尿

処
理
も
小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
に

加
入
し
て
い
る
と
と
も
に
、
現
在
、
ご
み

処
理
の
広
域
化
も
進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
広
域
的
な
視
点
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
市
町
村
の
体
制
整
備
が
必
要
で
す
。

①

分
権
が
進
む
中
で
自
治
体
は
自

己
決
定
・
自
己
責
任
能
力
が
必

要
と
な
る

地
方
分
権
で
の
理
想
的
な
体
制
は
「
地

域
住
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
こ
と
は
権

限
が
地
方
に
あ
り
、
そ
の
権
限
を
活
用
し

地
方
自
治
体
が
住
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
す
る
」
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
独

自
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
を
進
め
る
た

め
の
権
限
が
あ
る
」「
そ
の
た
め
の
財
源
が

確
保
さ
れ
て
い
る
」「
独
自
事
業
を
進
め
、
地

域
づ
く
り
を
展
開
で
き
る
能
力
の
あ
る
人

材
が
配
置
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
三
つ
の

条
件
が
必
要
で
す
が
、
全
て
の
条
件
と
も
十

分
で
な
い
の
が
現
実
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

前回では、「市町村の合併の特例に関する法律」

（合併特例法）の概要について述べてきました。

今回は、なぜ国や県が市町村合併を推進してい

るのか、その背景や必要性について説明します。

Part 2
「市町村合併」を

考える

2地
方
分
権
の
推
進

買い物先

1行
政
の
広
域
的
対
応
の
必
要
性

『広域行政・市町村合併調査研究報告書』より
（流出先：徳島市を除く）

流出比率

30％以上

20％以上

10％以上

５％以上
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市町村合併に関して町

民の皆様のご意見をお寄

せください。紙面の都合

上、全てを広報に掲載す

ることはできませんが、

市町村合併を検討してい

くために活用させていた

だきます。

ご意見の内容等

市町村合併への賛否・

その理由等（よろしけ

ればご芳名・地区・年

齢も記載ください。た

だし、広報にはご芳名

は掲載しません）

送 付 先

勝浦町総務課

お 願 い

3 人
口
の
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
が
及
ぼ
す
影
響

―
人
口
構
成
の
変
化
に
対
応
で
き
る
市
町
村
の
体
制
整
備
が
必
要
と
な
る
―

国と地方の長期債務残高

②

自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
の
機

能
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

地
域
の
実
情
に
適
し
た
施
策
を
企
画
・

立
案
・
実
施
す
る
た
め
に
、
人
材
の
育
成

な
ど
自
治
体
の
組
織
機
能
を
高
め
る
と
と

も
に
、
自
立
で
き
る
行
政
基
盤
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
は
、
急
速
な
勢

い
で
進
行
し
、
徳
島
県
お
よ
び
勝

浦
町
に
お
い
て
も
、
全
国
平
均
よ

り
早
く
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

す
。こ

の
た
め
、
医
療
・
福
祉
等
へ

の
財
政
需
要
は
、
ま
す
ま
す
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、

市
町
村
は
基
幹
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
債

務
残
高
は
、
平
成
十
三
年
度

末
で
は
約
六
百
六
十
六
兆
円

に
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ

は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

の
約
一･

三
倍
に
な
り
ま
す
。

勝
浦
町
で
も
同
様
に
地
方
債

借
入
残
高
が
増
加
し
て
い
ま

す
。今

日
の
社
会
経
済
情
勢
か

ら
見
て
、
地
方
交
付
税
制
度

の
変
革
な
ど
国
か
ら
の
財
源

を
頼
り
に
し
て
、
今
ま
で
ど

お
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
し
続
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
す
。
現
行
の
地
方
行

財
政
制
度
が
将
来
に
わ
た
り

維
持
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い

こ
と
を
認
識
し
、
新
た
な
行

財
政
基
盤
の
拡
充
強
化
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
四
つ
の
大
き
な
課
題
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
決
方
法
と
し
て
市
町

村
合
併
の
検
討
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

4国
・
地
方
に
お
け
る
厳
し
い
財
政
状
況

―
行
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
が
急
が
れ
る
―

徳島県の人口推移



地区対抗

五
月
二
十
二
日

に
横
瀬

小
学
校
の
四
年
生
四
十
人
、

二
十
四
日

に
生
比
奈
小
学

校
の
四
年
生
三
十
二
人
が
、

横
瀬
地
区
汚
水
処
理
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
ご
ろ
は
、
各

家
庭
か
ら
流
れ
だ
す
生
活
排

水
は
、
量
が
少
な
く
、
油
や

合
成
洗
剤
な
ど
の
汚
れ
も
ほ

と
ん
ど
無
か
っ
た
の
で
、
川

は
自
然
の
力
で
浄
化
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
生

活
が
変
化
し
、
多
く
の
汚
れ

た
排
水
が
流
れ
出
し
て
い
ま

す
。
汚
水
処
理
場
で
は
、
横

瀬
地
区
の
各
家
庭
の
し
尿
、

生
活
雑
排
水
を
下
水
管
で
集

め
、
見
え
な
い
ぐ
ら
い
小
さ

な
生
き
物
（
微
生
物
）
が
汚

れ
を
食
べ
て
き
れ
な
水
に
し

て
川
に
流
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

見
学
し
た
児
童
た
ち
は
、

水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

た
く
さ
ん
の
機
械
と
お
金
が

必
要
で
あ
る
こ
と
に
び
っ
く

り
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
し
て
、
家
で
水
を
使
う

と
き
に
大
切
に
使
っ
て
、
汚

れ
を
少
な
く
し
た
い
な
ど
の

感
想
が
多
く
出
ま
し
た
。

横瀬小学校４年生

生比奈小学校４年生

水を
大切に使おうね

坂

本

棚

野

横

瀬

Ａ

星

谷

今
山
・
黒
岩

沼
江･

石
原･

山
西
掛

専
門
学
校

与

川

内

久

国

横

瀬

Ｂ

生

名

ＷＷＩＩＮＮ横瀬Ａ 男子

沼
江
・
石
原

横

瀬

与

川

内

山

西

掛

星

谷

棚

野

黒

岩

今

山

坂

本

専
門
学
校

中

山

中

角

生

名

ＷＷＩＩＮＮ今 山 女子

４

横瀬小学校･生比奈小学校

横瀬地区汚水処理場見学会

まちかど
散歩みち

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
五
月
二
十
八
日

か
ら
三
日
間
、
生
比
奈
小

学
校
と
勝
浦
中
学
校
体
育

館
で
、
男
子
十
一
チ
ー
ム

女
子
十
三
チ
ー
ム
の
参
加

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
九
人
制
、
三
セ
ッ

ト
マ
ッ
チ
で
行
わ
れ
、
一

回
戦
か
ら
好
ゲ
ー
ム
の
連

続
で
し
た
。

決
勝
は
男
子
横
瀬
Ａ
対

生
名
、
女
子
は
棚
野
対
今

山
の
対
戦
と
な
り
、
男
子

は
フ
ル
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の

接
戦
の
末
横
瀬
Ａ
が
、
女

子
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
今
山

が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

（火）

（木）
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パ
ソ
コ
ン
教
室
に
参
加
し
て

沼
江

東

フ
ジ
子

な
ん
と
か
の
手
習
い
と
い
い
ま
す
が
時
代
の
流

れ
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
思
い
父
（
九
十

一
歳
）
と
一
緒
に
受
講
し
ま
し
た
。
で
も
、
父
は

ワ
ー
プ
ロ
は
ベ
テ
ラ
ン
で
す
が
、
自
分
の
パ
ソ
コ

ン
と
機
種
が
ち
が
う
の
で
と
ま
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
や
さ
し
い
講
師
さ
ん
、
と
な
り
の
人
に
教
え

て
頂
き
な
が
ら
失
敗
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
文
章

を
作
っ
た
り
そ
こ
そ
こ
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ま
で
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
な
ん
と
か
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
を
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
に

参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

横
瀬

廣
瀬
芳
枝

今
ま
で
私
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
法
は
、
ワ
ー
プ
ロ
・

表
計
算
・
電
子
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
う

ち
、
自
分
で
わ
か
る
と
こ
ろ
だ
け
適
当
に
開
い
て

み
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
も
っ
と

系
統
立
て
て
学
ば
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
感
が
常
に
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

今
回
の
講
習
を
受
け
て
、
そ
の
不
安
感
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
私
が
行
っ
て
き

た
よ
う
な
方
法
（
わ
か
ら
な
く
な
れ
ば
知
っ
て
い

そ
う
な
人
に
尋
ね
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
パ
ソ

コ
ン
の
「
ヘ
ル
プ
機
能
」
を
使
っ
て
検
索
を
す
る

と
い
う
方
法
）
で
、
な
ん
と
か
な
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
は
手
に
し
て
日
に
日
に
触
っ
て
い
れ

ば
、
自
然
と
人
に
尋
ね
本
を
読
む
な
ど
し
て
、
独

学
で
も
あ
る
程
度
は
技
術
を
向
上
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
う
し
な
い
と
機
械
は
動
い
て
く
れ
ま
せ

ん
し
。
ま
ず
は
、
や
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
七
、

八
、
九
月
に
も
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
だ
触
っ
た
こ
と
の
な
い
方
、
と
に
か
く
申
し
込

み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
て
出
席
で
き
な

い
方
も
、
二
十
人
近
く
集
ま
れ
ば
託
児
を
考
え
て

く
だ
さ
る
よ
う
で
す
の
で
、
若
い
お
母
さ
ん
同
士

で
仲
間
を
集
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

パソコン
教 室

受講場所

図 書 館

申込み先 教育委員会 ２－2515
FAX２－4900

教育集会所

申込み先 勝浦会館 ２－3305
FAX２－3305

第10回集中コース
７月２日 ～５日
14時～17時 図 書 館
９時～12時 教育集会所

第11回集中コース
７月９日 ～12日
９時～12時 図 書 館
14時～17時 教育集会所

( )

( )

初歩的な技術を習得することが目的で講習会を実施いたしており

ます。１コース12時間で基本コース、ワープロ文書の作成、インター

ネット、メールの送受信を受講していただきます。まったくパソコ

ンを利用したことがない人でも講師が親切に指導してくださいます

ので、安心して受講できます。

受講を希望される方は下記へ申し込みください。

パソコン 講習会

（月） （木）

（月） （木）
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関東阿波かつうら会

総会･５周年行事

第５回

６月９日 東京駅前鉄道会館内ルビーホー

ルにおいて第５回総会と５周年行事および懇

親会が、勝浦町長並びに県議会議員・勝浦町

議会議員を来賓に迎え、58名の会員の出席の

もと盛大に開催されました。

総会では、平成12年度の経過報告と会計報

告および平成13年度の事業計画と予算等につ

いて議事が行われました。

引き続いての５周年行事では、徳島県人会

長の今川彦二氏（鷲敷町出身）の講演、立川

談生さんの落語と会員の出口美千江さんの日

本舞踊とバラエティーに富んだ催しが次々と

上演されるとともにミカンとスダチ色に染め

られた記念のタオルも配られました。

懇親会では「いたどりの塩漬け」のおみや

げに学校の行き帰りの思い出話にはなをさか

せたり、「しゃしゃぶ（ぐみ）」の枝に歓声が

あがったり、ふるさと会ならではの光景があ

ちらこちらで見られました。また、会員作の

「関東阿波かつうら会の歌」が披露されるな

ど楽しい時間がまたたくまに過ぎました。

残念ながら都合で出席できなかった方も来

年はぜひご出席くださいますようよろしくお

願いいたします。

福 中 会 長

１、我が古里は古郷は
阿波勝浦と呼びし里

万葉遠き昔より

今に伝わる数々の

貴き習し受け継ぎて

集う我等も誇りなり

２、我が古里は古郷は

みかん所で名も高く

香るすだちの原産地

勝浦富士の鹿背の山

清き流れに鮎泳ぎ

雛様祭りは世界一

３、我が古里は古郷は
大宮神社の恵み授け

霊験灼たか鶴林寺

関東に住む郷友皆は

故郷憶いつ精出さん

かつうら会よ永遠にあれ

関東阿波かつうら会の歌
作詞 大 西 鶴 林

（土）
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徳島県全域で５月23日 から６月１日 までの間、

交通死亡事故多発警報が発令されました。

勝浦町においては、５月31日 に交通安全推進協議

会委員さんのご協力のもと、県道徳島上那賀線勝浦高

校前で、街頭啓発活動を行いました。

町民の皆さん! 一人ひとりが交通マナーを守り、交

通事故のない町づくりを目指しましょう!

本
町
と
千
葉
県
勝
浦
市
、
和
歌
山
県

那
智
勝
浦
町
で
つ
く
る
「
全
国
勝
浦
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
七
月
十
二
日
、
十
三
日

の
二
日
間
、
物
流
、
文
化
、
観
光
な
ど

の
分
野
で
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
う

第
一
回
全
国
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

を
勝
浦
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
全
国
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

同
じ
名
が
縁
で
交
流
が
深
ま
っ
た
三
市

町
が
友
好
都
市
協
定
締
結
を
目
指
し
、

昨
年
の
七
月
に
那
智
勝
浦
町
に
集
ま
り

発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
本
町
か

ら
贈
っ
た
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
の
ひ
な
人

形
七
千
体
を
活
用
し
、
勝
浦
市
で
は
今
年

二
月
に
初
め
て
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
期
間
中
、
勝
浦
市
に
は
約

四
万
五
千
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

本
町
の
協
力
に
感
謝
し
、
六
月
四
日

勝
浦
市
の
藤
平
輝
夫
市
長
、
伊
丹
富

士
夫
市
議
会
議
長
ら
四
人
が
本
町
を
訪

れ
、
ひ
な
人
形
の
お
礼
と
し
て
鹿
の
は

く
製
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
藤

平
市
長
は
「
今
後
も
友
好
都
市
提
携
を

目
指
し
、
勝
浦
町
、
那
智
勝
浦
町
、
勝

浦
市
で
協
力
関
係
を
深
め
ま
し
ょ
う
」

と
熱
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
の
意
欲

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
後
の
交
流
予
定
と
し
て
、

十
一
月
に
勝
浦
市
民
約
三
百
人
が
本
町

で
の
ミ
カ
ン
狩
り
な
ど
を
通
じ
て
町
民

と
交
流
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
川
口
町

長
も
こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

ま
た
那
智
勝
浦
町
で
は
、
徳
島
県
阿

波
踊
り
協
会
所
属
「
や
っ
こ
連
」
と
本

町
職
員
等
で
の
阿
波
踊
り
連
「
う
き
う

き
連
」
と
が
七
月
二
十
日

に
開
催
さ

れ
る
「
南
紀
勝
浦
夏
ま
つ
り
」
に
招
待

さ
れ
、
阿
波
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

温
か
い
心
の
交
流
が
こ
れ
か
ら
も
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

藤平勝浦市長（左端）から鹿のはく製を受けとる川口町長（左から３番目）

全
国
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

七
月
に
千
葉
県
勝
浦
市
で
初
会
議

交通事故ゼロの

まちを

目指して！！

（月）

（金）

（水）

（木）

（金）
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こ
の
訓
練
は
、
防
災
関
係
機
関
及
び
住
民

が
一
体
と
な
っ
て
、
総
合
的
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
関
係
機
関
の
協

力
体
制
の
確
立
、
強
化
と
県
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま

す
。本

年
度
は
、
徳
島
県
と
小
松
島
市
、
勝
浦

町
及
び
上
勝
町
が
主
催
と
な
り
、
九
月
二
日

星
谷
運
動
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
徳
島
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
う
ず
し
お
」
を
は
じ
め
、
陸
・
海
上
自
衛
隊

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
特
殊
工
作
車
両
な
ど
も

参
加
し
、
大
規
模
な
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
勇
壮
な
訓
練
を
見
学

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
防
災
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
想
定

勝
浦
町
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
地
震

が
発
生

震
度
六
強
の
地
震
が
勝
浦
町

を
中
心
に
県
下
各
地
で
被
害

を
も
た
ら
す

主
な
訓
練
内
容

①
上
空
偵
察

②
被
害
状
況
報
告

③
倒
壊
家
屋
等
被
害
者
救
助

④
初
期
消
火

⑤
水
防
工
法

⑥
孤
立
者
救
助

⑦
避
難
所
開
設
・
避
難
誘
導

⑧
応
急
施
設
架
設

⑨
家
屋
・
林
野
火
災
消
火

⑩
そ
の
他

イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
議会事務局 ２－２５１３
住 民 課 ２－１５０１
福 祉 課 ２－１５０２
税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４
産業振興課 ２－１５０５
建 設 課 ２－１５０６
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

催

し

・

イ

ベ

ン

ト

も
し
勝
浦
町
で
大
災
害
が
!

い
っ
し
ょ
に
防
災
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
!

九
月
二
日

徳
島
県
総
合
防
災
訓
練
開
催

於

星
谷
運
動
公
園

七
月
一
日

全
町
一
斉
清
掃
日

毎
年
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の

第
一
日
曜
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日

と
定
め
、
環
境
美
化
の
向
上
に
ご

協
力
い
た
だ
き
「
清
流
に
緑
映
え

人
輝
く
ま
ち
」
づ
く
り
に
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
月
も
七
月
一
日
を
全
町
一
斉

清
掃
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
の
で

各
地
区
の
区
長
さ
ん
や
保
健
部
長

さ
ん
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
地

区
の
実
情
に
あ
っ
た
方
法
で
一
戸

に
一
人
は
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第２回

（日）

（日）

（日）
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Information

学
校
法
人
勝
浦
学
園

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
の

で
ご
希
望
の
方
は
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

を
添
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

事
務
職
（
パ
ソ
コ
ン
熟
達
者
）

採
用
人
数

一

名

募
集
期
間

七
月
二
日

～
十
二
日

面

接

日

七
月
十
六
日

午
前
十
時
～

提
出
先
お
よ
び
連
絡
先

勝
浦
町
大
字
三
溪
字
平
一
二
八
―
一

学
校
法
人
勝
浦
学
園

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

二
―
四
八
一
〇

※
詳
し
く
は
学
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
を
ご
存
じ
で
す
か
？

○

文
部
科
学
省･

総
務
省
所
轄
の
正
規

の
大
学
（
通
信
制
）
で
す
。

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
大
学
教
育
を
行
っ

て
い
る
通
信
制
の
四
年
制
大
学
で
す
。

○
自
宅
で
、大
学
の
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
全
国
で
、
約
八
万
六
千
人
、
徳
島
で
約

六
百
八
十
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
単
位
認
定
試

験
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

放
送
大
学
っ
て
ど
ん
な
大
学
で
す
か
？

○

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○

マ
イ
ペ
ー
ス
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）
で
、

学
習
で
き
ま
す
。

○

半
年
ま
た
は
一
年
在
学
し
、
学
習
す
る

コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

○

興
味
や
目
的
に
応
じ
て
一
科
目
か
ら
で

も
学
べ
ま
す
。

○

土
曜
・
日
曜
日
も
開
所
し
て
い
ま
す
。

○

入
学
チ
ャ
ン
ス
は
、
年
二
回
（
四
月
・

十
月
）
で
す
。

○
「
学
士
（
教
養
）」
の
学
位
が
と
れ
ま
す
。

○

短
期
大
学
・
専
門
学
校
か
ら
も
三
年
次

編
入
学
が
で
き
ま
す
。

○
「
厚
生
労
働
大
臣
指
定
教
育
訓
練
給
付

制
度
」
対
象
講
座
が
利
用
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

八
月
十
五
日
ま
で

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

徳
島
市
川
内
町
平
石
住
吉
二
〇
九
―
五

〇
八
八
―
六
六
五
―
四
四
八
一

ｈｔｔ
ｐ：

www．u-air．ac．jp/hp

募

集

し

ま

す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

◎外来受付時間
内科、外科は午前が11時30分まで、午後は４時30分まで。
整形外科は午前11時まで。ただし、学会等で休診の場合があ
りますのでお問い合わせください。
小児科は午前が12時まで、午後は月曜日が３時まで、金曜日
は４時まで。
リハビリは午前が11時まで、午後は４時まで。

◎内科外来については、予約診療 もしております。

医 師 診 察 当 番 表
科名 時間

曜日
月 火 水 木 金

内科
午前 平 賀 阿 達 平 賀 岡 本 平 賀

午後 岡 本 堀 江 岡 本 岡 本 阿 達

外科
午前

小 西 小 西 小 西
午後 小 西 小 西

整形
外科

午前 徳大医師
徳大医師
第１．３．
５週のみ

小児科
午前

徳大医師 戸 井
午後

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
、
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
添
え

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

職

種

正
、
准
看
護
婦

採
用
人
数

一

名

募
集
期
間

七
月
二
日

～
二
十
三
日

提
出
先
及
び
連
絡
先

勝
浦
町
大
字
棚
野
字
竹
国
十
三
―
二

勝
浦
病
院

二
―
二
五
五
五

※
詳
し
く
は
、
病
院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病
院
だ
よ
り

勝
浦
病
院
医
師
紹
介

七
月
一
日
か
ら
内
科
・
多
田
津
昌
也
医

師
に
か
わ
り
、
新
し
く
岡
本
耕
一
医
師
が

赴
任
さ
れ
ま
す
。

岡 本 耕 一

勝浦病院内科医師

勝
浦
病
院
臨
時
職
員
募
集

｢

放
送
大
学｣

学
生
募
集

平
成
十
三
年
十
月
入
学
生

（月）

（月）

(士)

（月）

（木）

（月）

//
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勝
浦
町
体
育
協
会
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

審
判
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

審
判
員
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
、
も
し
く

は
こ
れ
か
ら
審
判
員
の
資
格
を
と
ろ
う
と
お

考
え
の
方
は
体
育
協
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

い
っ
し
ょ
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
資
格
を
と
ら
れ
る
方
の
講
習
等
の

費
用
は
体
育
協
会
に
て
負
担
い
た
し
ま
す

連

絡

先

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内

体
育
協
会
事
務
局

二
―
二
五
一
五

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

み
か
ん
の
郷

み
か
ん
の
郷
へ
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

町
内
に
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
て
い
る
六
十

五
才
以
上
の
方
な
ら
利
用
で
き
ま
す
。

新
し
い
楽
し
み
や
喜
び
自
分
の
生
き
が
い

を
み
か
ん
の
郷
で
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

是
非
一
度
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

利

用

日

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

利
用
時
間

午
前
九
時
～
午
後
三
時

提
供
サ
ー
ビ
ス

送
迎
、
昼
食
、
入
浴
、
趣
味
活

動
等
（
手
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、
遠

足
等)

利
用
料
金

一
日

七
百
円

お
問
い
合
わ
せ

オ
レ
ン
ジ
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

み
か
ん
の
郷

二
―
三
七
〇
〇

■
わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、園
庭
）

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

○
五
日（
木
）講
演
会

（
鳴
門
教
育
大
学
院
浜
崎
隆
司
教
授
）

時

間

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

詳
し
く
は
、
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○

四
日
の
七
夕
ま
つ
り
に
は
願
い
ご
と
を
か

い
て
笹
に
つ
る
し
ま
し
ょ
う
。
願
い
ご
と

が
か
な
い
ま
す
よ
う
に
!
七
夕
ま
つ
り
の

い
ろ
い
ろ
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

○

保
育
所
児
と
い
っ
し
ょ
に
水
遊
び
や
ど
ろ

ん
こ
遊
び
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
も
け
っ
こ

う
で
す
が
必
ず
バ
ス
タ
オ
ル
や
着
替
え
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○
暑
い
時
で
す
の
で
、
飲
物
（
麦
茶
、
番
茶
、

湯
冷
ま
し
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
わ
ん
ぱ
く
教
室
へ
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
遠
慮
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
事
業

○
子
育
て
の
こ
と
に
つ
い
て
気
に
な
っ
た
り

迷
っ
た
り
さ
れ
て
い
る
方
は
、
生
比
奈
保

育
所
へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？
わ
ん
ぱ
く

教
室
に
お
越
し
の
時
に
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ

に
話
し
た
り
ま
た
個
別
に
話
し
合
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
同
士
で
話
し
て

み
る
と
、
案
外
そ
の
場
で
解
決
で
き
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
楽
し

い
子
育
て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

時

間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

18日 11 日 ４ 日

・
７
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
に
参
加
す
る
、
歌
、

手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
り
す
組
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
の
歌
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

・
健
康
相
談
と
発
育
測
定
（
保
健
婦
さ
ん
来

所
）
う
ち
わ
作
り
、
カ
ラ
ー
ト
ン
ネ
ル
く

ぐ
り
、
し
や
ぼ
ん
だ
ま
あ
そ
び
、
室
内
戸

外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る
、
歌
、
紙
芝
居

・
七
夕
ま
つ
り
、（
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
、
宝
探
し
、
七
夕
飾
り
作
り
、
願

い
事
を
か
く
、
魚
釣
り
遊
び
、
輪
投
げ

遊
び
、
歌
、
手
遊
び
、
紙
芝
居
、
更
生

保
護
婦
人
会
来
所
）

七
月
の
予
定

８月中わんぱく教室はお休みです。

お

知

ら

せ

概

要

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

審
判
員
募
集
！！

（

）

（水）（水）（水）
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Information

国民年金だより

便利で

安心

畑
総
末
端
施
設
、
組
合
員

の
み
な
さ
ん
に
使
用
料
等
第

一
期
分
の
納
付
月
（
七
月
中

旬
～
八
月
中
旬
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
人
預
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
っ

て
い
る
地
区
に
つ
い
て
は
、

残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
集
金
さ
れ
る
地
区
に

つ
い
て
は
地
元
委
員
が
回
ら

れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
近
日
中
に
メ
ー
タ
ー

検
針
員
が
各
施
設
等
を
回
ら

れ
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
付

近
の
整
理
整
頓
を
お
願
い
し

ま
す
。※

注
意

畑
総
末
端
施
設

を
上
水
道
管
に
は
絶
対

に
接
続
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
法
に
よ
り
罪
に

問
わ
れ
ま
す
。

町
は
、
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
自
主
的

な
努
力
を
助
長
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
意

欲
と
能
力
の
あ
る
者
の
農
業
経
営
を
支
援
す

る
た
め
基
本
構
想
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

基
本
構
想
の
中
で
一
定
水
準
以
上
の
目
的
を

達
成
し
よ
う
と
す
る
農
業
者
を
認
定
農
業
者

と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

経
営
指
導
・
研
修
活
動

農
用
地
利
用
集
積
支
援

金
融
支
援

税
制
支
援

本
町
に
お
い
て
も
、
次
の
と
お
り
説
明
会

を
開
い
て
認
定
農
業
者
を
増
や
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
説
明

会
に
参
加
さ
れ
、
認
定
農
業
者
へ
の
申
請
を

お
勧
め
し
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
参
加
が
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。

日
時

平
成
十
三
年
七
月
十
日

午
後
一
時
三
十
分
～

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
農
業
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

（
産
業
振
興
課
内
）

二
―
一
五
〇
五

畑
総
水
利
用
等

に
つ
い
て

―
勝
浦
土
地
改
良
区
―

認
定
農
業
者
の

説
明
会
に
つ
い
て

説

明

会

ふ
だ
ん
は
気
楽
に
入
る
こ
と
の
少
な
い
ダ
ム
操
作
室
、
ダ

ム
の
堤
体
内
を
見
学
し
、
正
木
ダ
ム
公
園
や
ダ
ム
湖
周
辺
を

歩
い
て
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
一
人
ひ
と
り
が

水
の
み
な
も
と
で
あ
る
大
切
な
緑
の
「
森
林
」
と
ダ
ム

「
湖
」
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
、
管
理
し
て
い
く
の
か

を
河
原
で
遊
ん
だ
り
、
魚
釣
り
を
し
た
り
し
て
水
に
親
し
ん

だ
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

何
か
を
考
え
て
み
よ
う
。…
…

実
施
期
間
中
は
旬
間
記
念
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

場

所

勝
浦
郡
上
勝
町
正
木

正
木
ダ
ム
管
理
所

内

容

①
ダ
ム
見
学
会
（
操
作
室
の
一
般
公
開
等
）

②
森
林
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

期
間
中
毎
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

③
バ
ス
釣
り
大
会

平
成
十
三
年
七
月
二
十
二
日

集
合
受
付
時
間

午
前
九
時
～

実
施
時
間

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

大
会
発
表
式

正
午
～
（
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

○

釣
具
類
（
ワ
ー
ム
類
を
含
む
。）
は
各
自

持
参
の
こ
と
。

○
ボ
ー
ト
等
に
よ
る
釣
り
は
禁
止
。

な
お
、
雨
天
に
よ
る
出
水
等
の
場
合
並
び

に
ダ
ム
か
ら
放
流
し
て
い
る
場
合
に
は
、
安
全

確
保
の
た
め
バ
ス
釣
り
大
会
は
中
止
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

〇
八
八
五
四
―
五
―
〇
三
一
一

七
月
二
十
一
日

～
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
十
一
日
間
は

｢
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間｣

で
す

国民年金を口座振替で!

手間と時間が省けてラクチン!
お手持ちの預金口座から毎月自動的に振

り返られますので毎月納めに行く手間と時
間が省けます。

お申し込みはとってもカンタン!
役場窓口で、お手持ちの預金通帳とその

通帳の届け出印をご持参のうえ手続きを行っ
てください。
手数料は一切かかりません。

国民年金を納め忘れるとどうなるの??
保険料を納めていないと、将来の老齢基

礎年金が減額されたり、イザというときの
障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられな
くなることがあります。

お問い合わせ先
役場住民課国民年金係
２－1501

（火）

（日）

（１）（２）（３）（４）

(土)

(火)
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か

ぼ
く
の
家
族
は
、
祖
父
母
と
両
親
と

お
兄
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
の
六
人
家
族
で
す
。

家
は
、
建
材
店
を
し
て
お
り
、
大
人
た

ち
は
毎
日
い
そ
が
し
そ
う
に
働
い
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
朝
ぼ
く
や
兄

が
学
校
へ
行
く
時
は
、
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
き
て
、

｢
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。｣

と
言
っ
て
送
り
出
し
て
く
れ
、
帰
っ
た

と
き
は
、

｢

お
か
え
り
な
さ
い
。｣

と
言
っ
て
迎
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
四
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
少

し
ず
つ
祖
母
の
具
合
が
悪
く
な
り
、
同

じ
こ
ろ
、
祖
父
も
倒
れ
て
入
院
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
父
も
母
も
、
仕
事
を
し

な
が
ら
祖
父
母
の
世
話
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
家
を
あ
け
る
事
も
多
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
祖
父
は
、

四
ヶ
月
間
の
入
院
で
、
病
気
も
良
く
な

り
退
院
出
来
た
の
で
す
が
、
今
度
は
、

祖
母
が
入
院
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
祖

母
は
、
高
速
道
路
を
使
っ
て
も
一
時
間

以
上
か
か
っ
て
し
ま
う
、
狭
山
市
の
病

院
に
い
ま
す
。
父
と
母
は
増
々
忙
し
く

な
り
、
家
を
留
守
す
る
事
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
半

祖
母
は
今
で
も
入
院
生
活
を
し
て
い
ま

す
。父

母
は
、
午
後
か
ら
毎
日
交
代
で
祖

母
の
所
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
日
曜
日
は

家
族
そ
ろ
っ
て
病
院
へ
見
舞
い
に
出
か

け
ま
す
。
今
ま
で
夕
食
の
時
間
に
な
る

と
、
父
も
母
も
ぼ
く
の
今
日
一
日
に
あ
っ

た
事
の
話
を
い
ろ
い
ろ
と
聞
い
て
く
れ

て
い
た
の
に
、
仕
事
の
話
や
祖
父
母
の

話
し
ば
か
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
と
て
も
さ
び
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
わ
け
も
わ
か
ら
ず
イ
ラ
イ
ラ
す

る
事
も
あ
っ
た
り
（
ぼ
く
な
ん
か
…
。）

と
言
う
よ
う
な
、
ふ
て
く
さ
れ
た
気
持

ち
に
な
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
六
年

生
の
三
学
期
に
な
る
と
中
学
校
へ
入
学

す
る
こ
と
の
不
安
も
あ
り
、
ぼ
く
の
心

は
い
つ
も
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
ぼ
く
は
、
脱
毛
症

に
な
り
頭
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
髪
の
毛

が
抜
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

父
母
は
、
ぼ
く
の
事
を
心
配
し
て
病

院
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
り
、
人
か

ら
良
い
薬
が
あ
る
と
聞
く
と
買
い
に
行
っ

た
り
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
良
く
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
の
学
校
帰
り
、
道
ば

た
に
座
り
こ
ん
で
い
る
お
じ
い
さ
ん
と

お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
少
し
様
子

が
変
な
の
で
、

｢

ど
う
し
た
の
で
す
か
。｣

と
聞
い
て
み
る
と
、

｢

体
の
不
自
由
な
お
じ
い
さ
ん
を
つ
れ

て
散
歩
の
途
中
、
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し

て
転
ん
で
し
ま
い
、
起
こ
そ
う
と
し
て

も
重
く
て
起
こ
す
事
が
出
来
ず
、
困
っ

て
い
る
の
で
す
。｣

と
い
う
事
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
あ
ま
り

自
信
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
思
わ
ず

｢

ぼ
く
が
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
す
。｣

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

お
じ
い
さ
ん
を
だ
き
か
か
え
て
力
の
限

り
持
ち
あ
げ
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
も

ぼ
く
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
必
死
に
つ
か
ま

り
立
ち
あ
が
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
お
じ

い
さ
ん
の
後
ろ
か
ら
お
ば
あ
さ
ん
も
支

え
て
く
れ
ま
し
た
。

三
人
の
力
を
合
わ
せ
て
お
じ
い
さ
ん

は
、
無
事
立
ち
上
が
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ぼ
く
が
、
お
じ
い
さ
ん

を
か
か
え
て
、
お
ば
あ
さ
ん
が
荷
物
を

持
っ
て
家
ま
で
送
っ
て
行
き
ま
し
た
。

三
十
分
く
ら
い
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
が
、
ぼ
く
は
必
死
で
お
じ
い
さ
ん

を
支
え
続
け
ま
し
た
。
家
に
つ
い
た
時

は
、
本
当
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
お
じ

い
さ
ん
は
、

｢

大
丈
夫
。
大
丈
夫
。｣

と
言
っ
て
う

れ
し
そ
う
な
顔
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、

｢

あ
り
が
と
ね
。
あ
り
が
と
ね
。
あ
り

が
と
ね
…
。｣

と
何
度
も
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く

は
あ
ん
な
に
大
変
だ
っ
た
の
に
何
だ
か

す
ご
く
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
家
ま
で
の
帰
り
道
、
ぼ
く
は
、
い

ろ
い
ろ
な
事
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
の
ぼ
く
は
、
家
族
に
何
か
し
て
も
ら

う
事
ば
か
り
考
え
、
ぼ
く
が
し
て
あ
げ

る
事
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
し
か
し
子
供
の
ぼ
く
で
も
、

家
族
に
対
し
て
出
来
る
事
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
家
族
に
だ

け
で
な
く
社
会
に
対
し
て
も
同
じ
事
だ

と
思
い
ま
す
。

人
権
と
い
う
言
葉
を
調
べ
て
見
る
と

人
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
当
然

持
っ
て
い
る
生
命
・
自
由
・
平
等
な
ど

の
権
利
、
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

地
球
上
に
は
、
多
く
の
い
ろ
い
ろ
な
人

達
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
肌
の
色
が
ち

が
う
人
達
・
障
害
を
持
っ
た
人
達
・
お

年
寄
り
の
人
達
な
ど
で
す
。
そ
し
て
そ

の
人
達
の
生
活
の
様
子
や
考
え
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ち
が
う
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
人
権
は
、
す
べ
て
の
人
達
に
、
平
等

で
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。
人
権
を
守
る
た
め
に
、
み
ん
な
が

誰
か
の
た
め
に
自
分
の
出
来
る
事
を
実

行
し
た
な
ら
、
と
て
も
よ
い
社
会
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
っ
て
、
ぼ
く
の
家
で
の

仕
事
は
、
夕
食
の
準
備
を
手
伝
う
事
と
、

買
い
物
を
手
伝
う
こ
と
で
す
。
ぼ
く
に

出
来
る
事
は
、
と
て
も
小
さ
な
事
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
小
さ
な
事
が
つ
み

重
な
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
実
行
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

ぼくに出来ること

た り あ う ぺ ー ジ
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長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

子
に
も
見
た
破
れ
た
夢
を
孫
に
見
る

棚
野

殿
川
早
苗

張
り
替
え
た
障
子
を
破
る
も
み
じ
の
手

与
川
内

武
田

天

ご
破
算
で
願
い
ま
し
て
の
０
金
利

久
国

美
馬
真
由

校
則
は
父
も
破
っ
て
い
た
ら
し
い

棚
野

田
中

思
葦

破
れ
て
も
繕
う
て
き
る
戦
中
派

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

張
り
替
え
る
障
子
お
も
い
っ
き
り
破
る

横
瀬

日
下
美
里

ジ
ー
ン
ズ
の
破
れ
を
カ
ッ
コ
よ
い
と
言
う

立
川

堀

梅
子

イ
チ
ロ
ー
は
記
録
破
り
の
快
男
児

横
瀬

前
田
好
月

約
束
を
い
つ
も
破
っ
て
い
る
小
指

横
瀬

中
田
万
里

〈
評
〉
か
な
り
以
前
の
句
に
「
ほ
ん
と
う
は

二
度
と
会
え
な
い
指
を
切
り
」
と
い
う

名
句
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
大
人

に
は
大
人
の
約
束
、
子
ど
も
に
は
そ
れ

な
り
の
約
束
が
あ
る
。
破
る
つ
も
り
が

な
く
て
も
ま
ま
な
ら
ぬ
が
浮
世
。
一
生

を
誓
っ
た
薬
指
の
ダ
イ
ヤ
が
破
局
を
迎

え
る
こ
と
も
あ
る
。

薬
よ
り
笑
顔
に
痛
み
癒
さ
れ
る

久
国

美
馬
真
由

人
に
貸
す
程
の
顔
で
は
な
い
け
れ
ど

横
瀬

呑
口
精
一
郎

泣
き
顔
に
笑
っ
て
な
だ
め
ば
よ
け
い
泣
き

棚
野

内
谷
凡
石

丸
顔
も
人
が
よ
い
の
も
母
ゆ
ず
り

中
山

山
下
ふ
さ
を

見
抜
か
れ
て
顔
色
に
出
す
正
直
さ

横
瀬

前
田
好
月

整
形
で
他
人
好
み
の
顔
に
す
る

棚
野

田
中
思
葦

若
い
日
の
え
く
ぼ
に
惚
れ
て
共
白
髪

立
川

岩
本
よ
し
お

ど
の
顔
も
輝
い
て
い
る
一
年
生

中
山

山
下
ふ
さ
を

い
や
な
顔
せ
ず
に
小
言
を
聞
く
ゆ
と
り

立
川

前
田
千
恵

似
た
顔
が
並
ん
だ
姑
の
三
回
忌

横
瀬

桜
木
千
代

山
門
を
潜
り
仏
の
顔
に
な
る

生
名

岩
本
敏
子

〈
評
〉
人
は
そ
の
環
境
や
雰
囲
気
に
よ
っ
て
、

気
持
ち
が
か
わ
っ
て
く
る
。
喜
怒
哀
楽

は
顔
の
表
情
を
変
え
る
。
お
寺
ま
い
り

や
、
お
四
国
め
ぐ
り
を
す
る
と
き
、
自

然
と
そ
の
表
情
は
穏
や
か
に
な
り
、
極

楽
の
道
に
近
づ
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

友
も
来
て
月
下
美
人
の
花
開
く

棚
野

北
島
節
子

我
が
植
え
し
み
か
ん
切
る
手
に
一
し
ず
く

与
川
内

武
田

天

追
伸
に
風
邪
を
ひ
く
な
と
母
の
文
字

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

一
休
み
目
薬
さ
し
て
辞
書
を
引
く

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

我
儘
を
言
え
る
幸
せ
抱
き
し
め
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

亡
き
母
に
そ
っ
と
あ
げ
た
い
感
謝
状

横
瀬

呑
口
精
一
郎

帰
省
車
に
季
節
満
載
送
り
出
す

横
瀬

関
東
紀
美

新
世
紀
何
も
変
わ
ら
ぬ
老
い
の
日
々

棚
野

穏
台

綾

大
負
け
の
囲
碁
双
方
が
大
笑
い

棚
野

内
谷
凡
石

真
っ
す
ぐ
に
這
え
な
い
蟹
が
泡
を
ふ
く

棚
野

穏
台

綾

棚
田
米
子
等
に
送
れ
ば
金
が
よ
い

立
川

岩
本
よ
し
お

主
婦
業
を
引
退
し
た
い
時
が
あ
る

横
瀬

日
下
克
子

消
し
ゴ
ム
で
消
し
て
も
消
え
ぬ
過
去
が
あ
る

立
川

前
田
千
恵

鯉
の
ぼ
り
家
の
土
台
が
引
き
締
ま
る

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

半
ば
き
て
行
こ
か
戻
ろ
か
か
ず
ら
橋

横
瀬

桜
木
千
代

乱
世
を
正
し
く
導
く
人
も
無
し

棚
野

島

つ
と
む

慈
雨
う
れ
し
人
も
野
菜
も
生
き
返
る

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

誕
生
日
嬉
し
く
も
な
い
歳
に
な
り

立
川

堀

梅
子

よ
く
し
ゃ
べ
る
テ
レ
ビ
と
無
口
な
妻
が
い
る

棚
野

島

つ
と
む

背
筋
ま
で
伸
ば
し
て
く
れ
る
本
を
読
む

生
名

岩
本
敏
子

追
伸
に
さ
ら
り
と
書
い
た
恋
心

横
瀬

中
田
万
里

親
友
が
笑
い
袋
を
さ
げ
て
く
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

苦
も
汗
も
合
わ
せ
て
詰
め
る
み
か
ん
箱

横
瀬

関
東
紀
美

〈
評
〉
現
在
の
一
次
産
業
、
特
に
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
き
び
し
い
。
み
か
ん
作
り

も
ま
た
然
り
。
汗
と
苦
労
の
結
晶
が
箱

詰
め
さ
れ
た
み
か
ん
を
、
消
費
者
は
本
当

に
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
ま
た
一
つ
と
老
い
を
受
け
容
れ
る

棚
野

殿
川
早
苗

〈
評
〉
誰
ひ
と
り
老
い
度
く
は
な
い
。
そ
れ

で
も
好
ま
な
い
の
に
偲
び
寄
る
老
化
は

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
親
の
歳
が
来
て

は
じ
め
て
わ
か
る
親
の
気
持
ち
で
あ
る
。

「
歯
が
抜
け
て
か
ら
噛
み
し
め
る
親
の

恩
」
と
い
う
句
が
あ
る
。「
受
け
入
れ

る
」
で
な
く
「
受
け
容
れ
る
」
は
作
者

の
心
の
余
裕
ま
で
感
じ
ら
れ
る
。

題

「
破
る
」

題

「
顔
」

雑

詠

秀

句

秀

句

次
回
作
品
募
集

七
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香

月

八
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

秀

句
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７月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷
山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前
山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（10日）

今 山

黒 岩
星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）
星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（17日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日
（24日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本
〃

〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横
田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

７月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（16日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（23日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い

ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

七
月
十
一
日

●

七
月
二
十
五
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

ク リ ー ン 情 報

古紙の回収にご協力を

指定場所

勝浦町中角

勝浦町農村婦人の家

敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定

場所に置けます。それまで

は、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法

段ボール

新 聞 紙

チラシが入っているのは

大丈夫です。それ以外は入
れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けて

ください。厚い表紙は破

って段ボールの方へ入れ
てください。

段ボール、新聞紙、古

本はそれぞれひもで縛っ

てください。

今月の
回収日 月 日 午前９時まで７ ７

ボランティアグループ「勝浦を考える会」

（水）

（土）

（水）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（１）

（２）

（３）
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駐
在
所
だ
よ
り

－落ちた後では、もうおそい－

照りつける太陽を体いっぱいに浴びて、子

どもたちが水にはしゃぐ姿はほほえましいこ

とですが、例年この時期には痛ましい水難事

故が多く発生しています。みんなで次のこと

に注意しあって水の事故を防ぎましょう。

〇自宅付近の池や用水路等の危険な場所の

点検をする。

〇幼児から絶対に目を離さない。

〇子どもだけの水遊びは絶対にさせない。

〇危険な場所で遊んでいる子どもを見かけ

たら、一声注意してください。

不
法
就
労
活
動
と
は

〇
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国

人
が
資
格
外
活
動
許
可
を
得
る
こ
と

な
く
行
う
収
入
を
伴
う
就
労
活
動

〇
不
法
入
国
者
、
不
法
上
陸
者
、
不
法

残
留
者
等
が
行
う
収
入
を
伴
う
就
労

活
動
。

を
い
い
、
風
俗
、
治
安
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

分
野
に
わ
た
っ
て
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
法
就
労
外
国
人
自

身
も
、
搾
取
さ
れ
る
等
の
人
権
侵
害
を
う

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

外
国
人
を
ご
存
じ
の
方
は
、
警
察
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

外
国
人
の

不
法
就
労
防
止

高
齢
者
事
故
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
次
の

こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

反
射
材
着
用
の
推
進

「
薄
暮
時
」、「
夜
間
」
お
よ
び
「
夜
明
け
」

が
、
高
齢
者
事
故
の
多
発
時
間
帯
で
す
。

夜
間
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
姿
を
見
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

外
出
す
る
時
は
明
る
い
色
の
服
装
で

反
射
材
を
貼
り
付
け
、
ラ
イ
ト
は
必
ず

点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

横
断
時
の
安
全
確
認

道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
必
ず
立
ち

止
ま
り
、
右
・
左
の
安
全
を
よ
く
確
か

め
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車
が

通
り
過
ぎ
て
も
、
も
う
一
度
安
全
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

近
く
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
!

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
の
多
く
が

運
転
開
始
後
間
も
な
い
頃
に
自
宅
近
く

の
通
り
慣
れ
た
道
路
で
発
生
し
て
お
り

加
齢
に
伴
い
軽
い
衝
撃
で
も
頭
や
首
に

致
命
傷
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

車
に
乗
っ
た
と
き
は
運
転
者
だ
け
で
な

く
同
乗
者
に
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
事
故

防
止
に
つ
い
て

小
松
島
警
察
署
協
議
会
委
員

地
域
に
お
け
る
安
全
に
関
す

る
問
題
を
協
議
す
る
た
め
、
去

る
六
月
一
日
、
徳
島
県
公
安
委

員
会
か
ら
次
の
六
人
の
方
が

「
小
松
島
警
察
署
協
議
会
」
の

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
、
定
期

的
に
会
合
を
行
い
、
地
域
住
民

が
安
全
な
生
活
を
保
持
す
る
上

で
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

警
察
署
長
に
意
見
を
述
べ
て
警

察
の
業
務
運
営
に
反
映
さ
せ
た

り
、
解
決
策
を
協
議
、
検
討
し

た
り
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て

い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
方
々

勝
浦
郡
上
勝
町朝

川
彰
一
さ
ん

小
松
島
市
南
小
松
島
町

片
山
寿
雄
さ
ん

小
松
島
市
日
開
野
町

鎌
田
信
子
さ
ん

小
松
島
市
小
松
島
町

島
田
雅
子
さ
ん

勝
浦
郡
勝
浦
町中

西
文
夫
さ
ん

小
松
島
市
立
江
町

広
田
和
三
さ
ん

小
松
島
警
察
署
だ
よ
り

お父さん、お母さん、

子どもを

守るのは

あなたです
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人間ドック成人病検診 を受けてみませんか脳ドック

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方。

ただし、老人保健法による医療受給証の交付を受けられている方は対象

になりません。
対象者

人間
ドック

検査項目 内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小板数、ヘマトクリット値、

ＧＰＴ、ＧＯＴ、ＡＬＰ、ＬＤＨ、ｒ－ＧＰＴ、ＺＴＴ、

Ｔ－ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ、蛋白分画、Ｔ－ＣＨＯ、ＴＧ、

ＢＵＮ、ＵＡ、Ｎａ、Ｃ1、Ｋ、クレアチニン、血糖、

ＨＢＳ抗原、ＨＤＬコレステロール、ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線及び超音波検査 胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、腹部超音波

心臓検査 心 電 図

費 用 36，000円（自己負担5，400円・補助金額30，600円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成13年９月18日から11月７日までの病院指定日

募集人数 40名（申し込み順とします）

検査項目 神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集脳検査、聴力検査、

ＭＲＩ(脳の断面図)、ＭＲＩ(脳血管の画像診断)、頚部頚動脈

費 用 40，950円（自己負担6，100円・補助金額34，850円）

医療機関 阿南共栄病院

期 間 平成13年10月１日から平成14年２月13日までの病院指定日

募集人数 40名（申し込み順とします）

脳
ドック

申し込み方法 印鑑をご持参のうえ、勝浦町税務課へお申し込みください。

申し込み締切日 平成13年８月31日まで

※原則として昨年に受診された方は対象になりません

詳しくは勝浦町役場税務課国保係までお問い合わせください

国保と医療費



みんなの健康
左から 井出ともやくん 井出あきとくん

１歳２か月 ５歳５か月

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

３ 火 先天性股関節脱臼検診 13:00～14:00 勝 浦 病 院 平成13年１月１日から平成13
年５月31日までに生まれた子

母子健康手帳

10 火 婦 人 が ん 検 診 13:00～14:30 農村婦人の家 30歳以上の女性 問 診 票

12 木 総 合 健 康 診 査 ８:00～10:00 農村環境改善
セ ン タ ー

40歳以上の住民 問 診 票

13 金 ２ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00 農村環境改善
セ ン タ ー

平成11年１月１日から平成11
年６月30日までに生まれた子

母子健康手帳

16 月

骨 粗 鬆 症 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～13:00
坂本 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

介 護 者 教 室 13:00～14:00

17 火
骨 粗 鬆 症 予 防 教 室
健 康 相 談 ９:30～14:00 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

19 木 総 合 健 康 診 査 ８:00～10:00 生名センター 40歳以上の住民 問 診 票

23 月 食生活改善推進員研修会 ９:30～15:00
農村環境改善
セ ン タ ー 食生活改善推進員

エ プ ロ ン
筆 記 用 具

24 火 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 石原 集 会所 幼児とその家族

25 水 総 合 健 康 診 査 ８:00～10:00 農村婦人の家 40歳以上の住民 問 診 票

26 木 総 合 健 康 診 査 ８:00～10:00 農村環境改善
セ ン タ ー

40歳以上の住民 問 診 票

30 月 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 沼江コミュニ
ティセンター

幼児とその家族

31 火 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 掛谷 集 会所 幼児とその家族

７月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉
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人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
徳
島
県
の
人
口
十

万
人
あ
た
り
の
子
宮
が
ん
死
亡
率
は
十
二･

〇
と
全

国
平
均
七･

八
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
が
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
は
三
十
歳
か
ら
五
十
歳

に
か
け
て
多
く
み
ら
れ
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

婦
人
が
ん
は
早
期
が
ん
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
早
期
が
ん
は

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
定
期
的
に
が
ん

検
診
を
受
け
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
も
勝
浦
町
で
は
次
の
日

程
で
婦
人
が
ん
検
診
（
乳
が
ん
・
甲
状
腺
検
診
と

子
宮
頚
が
ん
検
診
）
を
実
施
し
ま
す
。
年
に
一
回

は
受
診
し
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
日
時
と
場
所

七
月
十
日

農
村
婦
人
の
家

受
付

午
後
一
時
～
午
後
二
時
三
十
分

八
月
二
十
九
日

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受
付

午
後
一
時
～
午
後
二
時
三
十
分

二
、
対

象

者

三
十
歳
以
上
の
方

三
、
検

診

料

乳
が
ん
・
甲
状
腺
検
診

六
百
円

子
宮
頚
が
ん
検
診

七
百
円

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
町
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
及
び
満
七
十
歳
以
上
の

方
は
無
料
で
す
。

婦
人
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

（火）

（水）
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保健婦だより

親
子
健
康
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
の
学
校
保
健
統
計
に
よ
る
と
、

肥
満
傾
向
に
あ
る
子
ど
も
は
、
十
年
前
の
二

倍
、
二
十
年
前
の
三
倍
に
増
え
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
小
学
生
の
身
長
と
体
重
の

割
合
を
見
る
と
十
一･
二
％
の
児
童
が
肥
満

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
な
ど
が
高
く

な
り
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
な
ど

を
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

肥
満
は
、
食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
生
活

習
慣
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
、
保
護
者
、
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
子
ど
も
の
健

全
育
成
が
図
か
か
れ
る
よ
う
健
康
教
室
を
開

催
す
る
も
の
で
す
。

対

象

者

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

十
五

組
程
度

実
施
主
体

勝
浦
町
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会

実
施
場
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

勤
労
者
体
育
館

参

加

費

無

料

申
し
込
み
方
法

各
小
学
校
を
通
じ
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
す
。（
参
加
希
望
者
に

は
後
日
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

平
成
十
三
年
八
月
九
日

○
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
状
態
把

握
の
た
め
事
前
に
医
療
機
関
で
の
検
査

を
お
勧
め
し
ま
す
。（
な
お
、
検
査
費
用

に
つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

○
ス
タ
ッ
フ

栄
養
士
、
養
護
教
諭
、

食
生
活
改
善
推
進
員
、
保
健
婦

○
第
二
回
開
催
日
は
、
平
成
十
四
年
一
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
開
催
日

時 間 内 容

８:30～10:00

９:00～10:00

９:15～10:00

10:15～11:00

11:15～10:00

12:00～10:00

12:45～10:00

受 付

開 会

「自分の健康を考えよう」 三木・青木養護教諭

「楽しくできる運動」 清水先生

「食生活を振り返ってみませんか?」播磨・仁木栄養士

試食「バランスを考えた食事」

個別相談

日 程

神経難病教室の開催について
ご 案 内

平成13年度

阿南保健所では、神経難病患

者さんを対象に療養上の適切な

支援を図るため、疾病に対する

知識の会得や患者さん同士の交

流の場等を提供するなど、生活

支援を図るための教室を右記の

とおり開催します。

場 所 阿南ひまわり会館

教室開催日程 日 時 テーマ、内容

第１回
７月26日
９:30～11:30

①神経難病の基礎知識
②情報交換、交流会

第２回
８月24日
９:30～11:30

①知って得するサービス
②情報交換、交流会

第３回
９月28日
（時間未定）

①食生活、栄養管理のコツ
②情報交換、交流会

第４回
10月25日
（時間未定）

①家庭で続けるリハビリのコツ
②情報交換、交流会

第５回
11月中

（時間未定）
①家庭で続けるリハビリのコツ
②情報交換、交流会

第６回
12月中

（時間未定）
①知って得するサービス
②情報交換、交流会

○ テーマに応じて専門の先生がお話されます。
○ 都合により内容を変更する場合があります。

参加希望される方は、７月20日までに

阿南保健所（ 0884－22－0072）へお申

し込みください。

（木）

（金）

（金）

（木）
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課
題
図
書
購
入

小
・
中
・
高
校
生
対
象
の
今
年
度
の
課

題
図
書
が
入
り
ま
し
た
。
夏
休
み
に
な
る

と
利
用
者
が
急
増
し
ま
す
の
で
、
よ
り
多

く
の
人
達
が
利
用
で
き
る
よ
う
課
題
図
書

に
限
り
一
人
一
冊
。
期
間
は
五
日
以
内
を

厳
守
し
て
限
ら
れ
た
期
間
内
に
た
く
さ
ん

の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

小
学
校
低
学
年
の
部

か
さ
ぶ
た
く
ん

や
ぎ
ゅ
う
げ
ん
い
ち
ろ
う

バ
ン
ザ
イ
!
な
か
や
ま
く
ん

太
田
京
子

で
こ
ち
ゃ
ん

つ
ち
だ
の
ぶ
こ

小
学
校
中
学
年
の
部

ぼ
く
ら
は
知
床
探
険
隊

関
屋
敏
隆

ア
デ
ィ
オ
ス

ぼ
く
の
友
だ
ち

上
条
さ
な
え

ソ
リ
ち
ゃ
ん
の
チ
ュ
ソ
ク

イ
・
オ
ク
ベ

小
学
校
高
学
年
の
部

森
の
ス
ケ
ー
タ
ー
ヤ
マ
ネ

湊

秋
作

少
年
た
ち
の
夏

横
山
充
男

チ
ロ
と
秘
密
の
男
の
子

河
原
潤
子

中
学
校
の
部

君
た
ち
へ
の
遺
産

白
神
山
地

斎
藤
宗
勝

坂
本
竜
馬

飛
べ
!
ペ
ガ
サ
ス

古
川

薫

ロ
ー
ワ
ン
と
魔
法
の
地
図

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ

高
等
学
校
の
部

そ
し
て
奇
跡
は
起
こ
っ
た
!

ジ
ュ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

映
画
少
年

淀
川
長
治

荒
井

魏

旅
路
の
果
て

メ
ア
リ
ー
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
コ
ー
デ
ィ

ア
カ
シ
ア
香
る

藤
堂
志
津
子

新
宿
・
夏
の
死

船
戸
与
一

打

鐘

松
本
賢
吾

ド
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト

谷
口
裕
貴

き
ょ
う
も
い
い
塩
梅

内
館
牧
子

ペ
ロ
ー
・
ザ
・
キ
ャ
ッ
ト
全
仕
事

吉
川
良
太
郎

ｅ
の
悲
劇

幸
田
真
音

騙

し

人

落
合
信
彦

大

魔

神

筒
井
康
隆

時

の

渚

笹
本
稜
平

決
闘
・
閻
魔
ケ
辻

高
橋
義
夫

会
社
葬
送

江
波
戸
哲
夫

平
家
物
語

一

清
龍
之
巻

宮
尾
登
美
子

淑
女
の
休
日

柴
田
よ
し
き

槍
持
ち
佐
五
平
の
首

佐
藤
雅
美

赤
い
月

上
・
下

な
か
に
し
礼

場

所

瀬
戸
内
寂
聴

別
れ
な
か
っ
た
理
由

橋
幸
夫
・
凡
子

楯

二
谷
友
里
恵

ド
ッ
グ
・
グ
ッ
ズ
・
パ
レ
ー
ド

文
化
出
版

弁
護
士
を
上
手
に
使
い
こ
な
す
本

中
島
章
智

新
着
図
書
紹
介

行

事

子
ど
も
映
画
会

七
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
、
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
九
日

午
後
二
時
か
ら

内
容
は
、
お
楽
し
み
に

絵
画
教
室

二
十
五
日

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

四
日
・
十
一
日
・
十
八
日
・

二
十
五
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ

て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

日 火 水 木 金 土

１ ３ ４ ５ ６ ７

８ １０１１１２１３１４

１５ １７１８１９２０２１

２２ ２４２５２６２７２８

２９

休
館
日

七
月

日 時 ７月25日 午後２時から５時

場 所 福祉センター１階

講 師 新居 晋先生（町文化協会会長）

準備するもの 鉛筆・絵の具セット

※画用紙と画版は図書館で用意します。
※参加希望者は７月22日 までに

図書館へ申し込みしてください。

日 時 ８月２日 午後２時から４時

場 所 福祉センター３階

講 師 松下義和先生 関東誉司先生

準備するもの 鉛筆・絵の具セット

※用紙は図書館で用意します。
※参加希望者は７月29日 までに

図書館へ申し込みしてください。

絵 画 教 室

漫画ポスター教室

図書館だより

（水）

（土）
（日）

（水）

（木）

（日）

（日）



５
月
16
日
～
６
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
樫
渕

向
井
宏
典

（
徳
島
市

山
口
智
美

大
字
三
溪
字
定
岡

坂
東
俊
明

（
海
部
郡
由
岐
町

坂
井
み
よ

小
松
島
市

渡
邊
恭
志

（
大
字
星
谷
字
山
下

中
川
広
美

大
字
生
名
字
平
野

仲
田
浩
之

（
板
野
郡
松
茂
町

内
海

惠

大
字
坂
本
字
旭

上
野
弘
一
朗

（
高
知
県
南
国
市

久
保
田
裕
子

大
字
生
名
字
北

小
林
弘
和

（
愛
媛
県
西
条
市

小
野
温
子

大
字
三
溪
字
定
岡

坂
口
充
弘

（
那
賀
郡
相
生
町

谷
本
寿
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

森
内
誠
悟

長
男

大
字
沼
江

）

字
平
間

朋
子

拓た
く

磨ま

尾
花
裕
史

長
女

大
字
生
名

）

字
平
野

英
子

美み

咲さ
き

湊

勝
利

二
男

大
字
三
溪

）

字
樫
渕

由
香

勇ゆ
う

大だ
い

石
田
早
人

長
女

大
字
沼
江

）

字
北
谷

史
恵

有ゆ

莉り

香か

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
山
路

岡
田
ヨ
シ
ヱ（
99
歳
）

大
字
棚
野
字
畑
田

清
水
敏
雄（
87
歳
）

大
字
三
溪
字
日
浦

朔

一
男（
78
歳
）

大
字
久
国
字
松
ノ
本

中
西
タ
メ
ノ（
96
歳
）

大
字
久
国
字
松
ノ
本

宮
本
儀
一（
67
歳
）

大
字
坂
本
字
平
野

池
田
ヨ
リ
ヱ（
86
歳
）

大
字
星
谷
字
大
明
神

中
西
健
雄（
52
歳
）

大
字
坂
本
字
久
保

戸
田

清（
80
歳
）

大
字
三
溪
字
古
川

神
取
秀
雄（
45
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

５
月
16
日
～
６
月
15
日

岡
田

勤
さ
ん
（
今
山
）

内
谷

栄
さ
ん
（
与
川
内
）

朔

章
一
さ
ん
（
与
川
内
）

春
田
明
子
さ
ん
（
横
瀬
）

匿

名
（
与
川
内
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2020

戸
籍
の
窓

７月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月３日 上勝町診療所 ４－５０１０

７月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月７日 山 西 医 院 ２－３０２７

７月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月11日 湯 浅 医 院 ２－２００３

７月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月15日 赤 岩 医 院 ２－２００６

７月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月19日 上勝町診療所 ４－５０１０

７月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月23日 山 西 医 院 ２－３０２７

７月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月27日 湯 浅 医 院 ２－２００３

７月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

７月31日 赤 岩 医 院 ２－２００６

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 7月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ７月６日

７月13日

７月19日

７月27日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

７ 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
５ 12 19 26

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
４ 11 18

午後２:00～４:00
水 水 水

歌 謡
10 17 24

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 19

午後７:30～９:30
水 木

大正琴
５ 12 21 木曜日は

午後１:00～３:00
土曜日は
午後６:30～８:30木 木 土

習 字
６ 13 25

午後７:00～９:00
金 金 水

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

7月 交流講座日程
近隣地域との交流事業として、

今月も各種講座を次のとおり開講

いたします。新規加入者をお待ち

いたしております。

（水）

（金）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（木）

（金）

（土）

（日）

（水）

（月）

（火）

（木）

（金）

（土）

（日）

（水）

（火）

（日）




